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２月２月 ののトピックストピックス

３月は新潟県自殺対策強化月間です
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湯沢町健康の道しるべ
疲れたら休む、

困ったら相談できる、
お互いさまで、さりげなく

自殺の危険
コップのふちぎりぎりまで水が溜まっているような危険な状態でいるとき

にアルコールの影響や何かさらに強い負荷がかかると、水がこぼれるよう

に自殺を選んでしまうことがあります。

　令和４年の人口動態統計によると、全国の自殺死亡率は

17.5 であるのに対し、新潟県の自殺死亡率は 19.4（ワース

ト 11 位）と全国平均を上回っています。湯沢町では、毎年

数名の方が自死により命を落とし、自殺死亡率は新潟県内

では令和２年はワースト９位、令和３年はワースト 10 位、

令和４年はワースト６位となっており、自殺対策は喫緊の課題です。

　自殺の背景には、精神保健上の問題が大きいものの、過労や失業、生活困窮、育児や介護から

の疲れ、いじめや孤立といった人間関係、家庭や社会での役割を実感できないという喪失感など、

生活の中の複数の要因が複雑に絡み合っている実態があることがわかってきています。

※１）自殺死亡率とは：人口１０万人当たりの自殺者数を示した数値

ストレスとメンタルヘルスの不調、自殺の関係

　自殺などまったく無縁と思われた人が突然自殺してしまうことがあります。しかし、それは突然ではなく、そ

こまでの過程があります。そして誰もがそのような状態に陥る危険があるのです。

メンタルヘルス不調
からくる思い込み

うつ病などのメンタルヘルス不調になり、本人が助けを求めず、適切な医

療や周囲の支援が不足したままになると、次第にマイナス思考になり、す

べて自分で抱え込み、正常な判断ができにくくなります。

大きなストレスや
長期的なストレス

生きていればストレスは誰もが感じますが、大きく、そして長期にかかる

ストレスはうつ病などのメンタルヘルス不調に陥ってしまいます。

・職場のストレス　・家庭のストレス　・精神疾患　・がんや難病など慢性の病気

・仕事の役割喪失や親しい人の死別などの喪失体験　

・不況や大災害などの社会状況　

・職場、家庭などでの支援の不足 個人のストレスに対する強さ


